
家庭科におけるプログラミング教育への取り組み 

～プログラミング的思考に関わる学習活動～ 

 

児童が将来どのような職業に就くとしても，時代を超えて普遍的に求められる力としての「プログラ

ミング的思考」を育む必要があります。そのためには，各教科等においても，「論理的思考力」の育成に

留意することが求められています。 

この思考を身に付けるためには，課題を見つけてその目的を明確にし，活動を選択・決定し，活動後

に評価・改善して，新たな課題につなぐ体験が有用です。 

 『新しい家庭』では，以下の紙面構成で，「プログラミング的思考」につながる「論理的思考力」の育

成に対応しています。 

 

全大題材をステップ 1・2・3 で展開 

すべての大題材をステップ１・２・３（課題発見→課題解決・実践活動→評価・改善）の流れで構成

し，繰り返し，論理的思考につながる物の捉え方や考え方ができるように構成しています。 

 

 

この資料は，2 年度小学校教科書の内容解説資料として，一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則っております。 
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